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世界で初めて開発された民生用のPCMプロセッサーである。PCMプロセッ
サーとは、ビデオデッキと組み合わせて、デジタル録音・再生を可能にす
るオーディオ装置で、アナログ情報にくらべはるかに大量のデジタル情報
を処理するため、映像信号を扱うVTR機器が応用された。本機は、家庭用
VTR「ベータマックス」と接続して使用され、世界で初めて、夢であった
デジタル録音を家庭で実現したことから、日本の科学技術発展の独自性を
示すものとして貴重である。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）


